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7月RPAスキルアップ研修 モニター生募集 

RPAとは、 
Robotic Process Automationの略で 

定型業務の 
効率化、自動化のことを指します。 

切り出し可能な定型業務を 
自動化するには 

 RPAツールが使える必要があります。 
 

今回は数あるRPAツールの中でも 
使いやすいWinActorの 
実践的な研修を行います。 

Excelが好き！ 
Excelスキルを活かしたい 

RPAスキルを学びたい 

今の仕事からステップアップしたい 

ゼロベースから 
作り上げることが楽しい 

新しいことにチャレンジしたい 

給与アップしたい 

業務改善が好き 

こんな方におすすめ！ 

今話題のRPAスキルを身に着けて、今までの経験や業務知識を活かし 
長期的なキャリア形成、更なるスキルアップを目指しませんか？ 
 
RPAとは何なのか・・・ 私にも出来るかしら・・・など 
不安を解消していただく為の「RPAガイダンス」を以下の日程で実施致します！ 
RPAガイダンスを受講後、最終的にRPAスキルアップ研修を受講するか 
ご判断を頂ければと思っております。 
 ①6月28日（金）18：00～19：00 
 ②7月  1日（月）14：00～15：00 
マイページのニュース＆キャンペーンよりお気軽にお申込みください。 
その際どちらかご希望の日時をお申込みページの連絡網にご入力ください。 
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7月RPAスキルアップ研修スケジュール 

今回は平日と土曜日のコースに分けた 
モニター生募集となります。 

RPA基礎研修 RPA応用研修 

シナリオ作成を体系的に学習 
・WinActorについて 
・操作画面の紹介 
・画像マッチングの操作方法 
・分岐と繰り返しについて 
・分岐での判定 
・繰り返しノードの使用 
・IEから文字列を取得 

演習を中心に、 
実践的なロボット開発を学習 
・新規シナリオ作成 
・既存シナリオの改修 

研修期間：7/16(火)～7/27(土) 
        平日もしくは土曜日 
研修時間：9：30～18：00 
（12時～13時：お昼休み休憩） 

【受講対象】 
・弊社を通してご就業中の方、ご登録の方は無料でご受講いただけます。 
・受講開始日前にRPAガイダンスにご参加頂ける方 
・期間内の研修をすべてご受講頂ける方 
・受講中は各種アンケートにご協力いただける方 
・受講後はRPA派遣スタッフとしてご就業が可能な方 
 
※お電話でのご予約は承っておりません。 
※お申込み後、3営業日以内に担当よりメールにてご連絡いたします。 
※ご応募が多い場合は抽選とさせていただきます。 

研修会場 
日総ブレイン 横浜オフィス 

◆研修期間 
①平日6日間コース 2019年7月16日（火）～ 7月25日（木） 
  ※上記期間内に6日間の実施となります。 
 
②短期集中2日間コース 2019年7月20日（土）・7月27日（土） 
  ※②は平日にお仕事をされている方限定のコースになります。 
    平日夜間に自己学習環境のご提供を予定しています。 
 
◆研修時間 
9：30～18：00 （12時～13時：お昼休憩） 
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RPA派遣スタッフについて 

研修受講後はRPA派遣スタッフとしてご就業して頂きます。 
 
▼RPAエンジニアとRPA派遣スタッフの違いについて 
RPAエンジニアは自動化の開発がメインの為、一通り自動化（シナリオの作成）の開発が終わると 
次の就業先でまた自動化の開発をするという流れになります。 
また開発期間も1ヶ月～半年、就業時間も週3日、1日5時間など就業先によってまちまちです。 
 
RPA派遣スタッフは一般的な事務作業と平行して自動化（シナリオの作成）、 
保守（不具合発生時や修正が必要な場合の対応）を担当して頂くので、長期的なご就業が可能です。 
RPA派遣スタッフとして時給2000円も夢ではありません。 
※RPA派遣スタッフとしてご就業後、実務経験を積んで頂き、 RPAエンジニアとしてステップアップして頂くことも可能です！ 

注文書
受領 

メール
開封 

フォルダ
保存 

受注 
システム 
ログイン 

データ 
インプット 

発注 
指示 

【自動化の一例】 

今まで手作業で業務していた部分の自動化（シナリオ作成）を行います。 
この部分が「開発」になります。 
開発が一通り終わるとRPAエンジニアは次の就業先へ移ります。 

 
開発後は 

作成したシナリオを 
一定間隔で自動実行しますが、 

RPA派遣スタッフは 
開発後も事務作業と平行して 

不具合発生時に 
対応をしていただきます。 

この部分が 
「保守」になります。 


